
 

北斗七星（おおぐま座）のお話（ロシアの民話：トルストイの再話より） 

 ある農村
のうそん

のまずしい家
いえ

に、ソーニャというむすめと病気
びょうき

になったお母
かあ

さんがくらし

ていました。 

ある年
とし

の夏
なつ

、農村ではきびしい日
ひ

照
で

りが続
つづ

き、そのせいで、あちこちがカラカラに

かわき、水
みず

がなくなってしまったのです。あつい日が続き、お母さんは「水が一杯
いっぱい

の

みたいな…」といいました。ソーニャは井戸
い ど

へ行
い

きましたが、そこにも水は一
いっ

滴
てき

も残
のこ

っていませんでした。ソーニャは、お母さんに「少
すこ

し待
ま

っててね」といい、ひしゃくを

持
も

ち、山奥
やまおく

の泉
いずみ

へむかいました。そこになら水があるかもしれません。 

 遠
とお

く暗
くら

い山道
やまみち

を歩
ある

き、泉へたどりつきました。思
おも

っていたとおり、そこには水があ

りました。水をくみ、ソーニャが急
いそ

いでお家
うち

に帰
かえ

っていると、その途中
とちゅう

、子犬
こ い ぬ

がたお

れそうになっているところをみつけました。ソーニャはとてもやさしいむすめなので、

みすごすことができず、「大切
たいせつ

なお水だけどあなたにあげるわ」とさっきくんだ水をの

ませてあげました。子犬はすこし元気
げ ん き

になり、ソーニャもほっとしました。 

そしてまた泉へむかい、水をくむと、ふしぎなことがおきたのです。なんと木
き

のひ

しゃくが銀
ぎん

のひしゃくに変
か

わっていました。ソーニャはおどろきましたが、急いでい

るため、お家へむかいました。 

 ようやく家のそばまで戻
もど

ってきましたが、のどのかわいたおじいさんがうずくまっ

ているところをみつけました。ソーニャは子犬のときと同
おな

じように、おじいさんにも

水をのませてあげました。おじいさんもすこし元気になりました。 

ソーニャは、またまた泉へむかい、ついたころには、もう辺
あた

りはまっくらで夜中
よ な か

に

なっていました。そして水をくむと、なんとひしゃくは銀から金
きん

へ変わったのです。 

急いでお家へ帰り、ようやくお母さんに水をのませることができました。 

金のひしゃくで水をのんだお母さんは、とても喜
よろこ

び、あっという間
ま

に病気は治
なお

り元気

になりました。二人
ふ た り

はその後
ご

、末
すえ

永
なが

く仲
なか

良
よ

く健康
けんこう

にくらしました。 

この金のひしゃくは、７つのダイヤモンドに変わり、夜空
よ ぞ ら

にのぼって、北斗
ほ く と

七星
しちせい

と

なりました。 

春の星座 北斗七星（おおぐま座） 

■特 徴 

・明
あか

るい７個
こ

の星
ほし

が水
みず

をくむひしゃくのような形
かたち

に並
なら

んだ北斗
ほ く と

七星
しちせい

は、おおぐま座にあるよ。 

・北斗七星は国
くに

によっていろんなものにみたてられているんだ。 

・北斗七星の柄
え

の先
さき

から２つめの星は、ミザールとアルコルという

二重
にじゅう

星
せい

だよ。肉眼
にくがん

でもわかるんだ。 

■見つけ方 

春
はる

、北
きた

の高
たか

い空
そら

を見
み

上
あ

げ、大
おお

きなひしゃくの並
なら

びをみつけましょう。

水
みず

を入
い

れる部分
ぶ ぶ ん

が、おおぐま座
ざ

の胴体
どうたい

で、柄
え

の部分は、長
なが

くのびてい

るしっぽです。北斗
ほ く と

七星
しちせい

を目印
めじるし

に、春の星座
せ い ざ

をさがすことができます。 
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